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近
隣
住
民
と
大
阪
大
学
の
友
好
関
係
に
つ
い
て

列
島
改
造
、
万
博
以
後
は
、
公
害
問
題
の
明
け
暮
れ
の
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
昭
和
四
十
八
年
ニ
月
大
阪
大
学
薬
学
部
の
移
転
に
伴
う
焼

却
炉
の
出
題
が
近
隣
住
民
と
の
間
で
、
大
気
汚
染
に
よ
る
腿
却
炉
建
設
反
対
述
効

が
住
民
運
動
と
し
て
発
股
し
ま
し
た
。
住
民
側
は
一
五

0
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て

メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
る
の
に
、
別
名
も
し
か
戦

な
い
の
に
、
大
学
側
は

争
と
云
わ
れ
る
所
以
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
甑
大
学
と
近
隣
住
民
と
の
悶
で
担
原
吹
田
市
長
裁
定
に
よ
る
新
し

い
方
式
を
あ
み
だ
し
終
結
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
四
十
九
年
一
一
一
日
一
日
調
停
に
あ
た

り
住
民
よ
り
の
挨
拶
文
を
掲
載
し
、
一
一
一
大
原
則
に
基
づ
く
近
隣
住
民
と
大
学
と
の

友
好
関
係
を
再
度
総
認
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

調
停
に
あ
た
っ
て

此
の
度
、
阪
阪
市
長
さ
ん
の
調
停
に
よ
り
本
日
滋
に
大
阪
大
学
と
円
満
に
調
停
の
成
ぷ
を

日
比
ま
し
た
ふ
れ
は
、
藤
白
ム
口
二
丁
目
自
治
会
住
民
一
同
双
山
び
に
耐
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
迷
は
、
米
米
社
会
を
に
な
う
可
愛
い
い
子
供
述
の
健
燦
的
な
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
、

決
然
と
阪
大
築
学
部
焼
却
炉
建
設
反
対
運
動
右
展
開
し
問
っ
て
か
/
り
ま
し
た
。
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一
以
り
み
ま
す
れ
ば
、
公
作
十
二
月
二
十
八
日
大
阪
大
学
と
第
一
川
現
地
説
明
会

ι玄
関
い
て
よ

り
す
皮
尚
一
年
を
経
過
し
、
間
仰
や
の
別
け
芥
れ
で
本
日
を
迎
え
感
慨
無
n
m
一
の
も
の
が
ご
ざ
い

f
M
G
 

一
ま
」
う

そ
の
問
、
市
役
所
、
市
議
会
に
棟
約
と
訪
問
を
な
し
、
特
別
交
通
公
山
口
対
策
委
員
会
を
聞

出
陣
し
て
演
き
、
私
達
住
山
内
代
表
も
特
別
傍
聴
の
機
会
を
旬
、
住
民
の
環
段
保
全
の
た
め
、
阪

大
築
学
郊
の
焼
却
炉
の
工
事
中
氏
を
勧
告
せ
ら
れ
る
な
ど
、
市
当
局
は
多
大
の
努
力
止
を
払
わ

れ
、
つ
い
で
住
民
の
妥
訪
に
必
づ
き
九
月
七
日
住
民
サ
イ
ド
の
調
停
原
家
の
成
丘
を
見
ま
し

た
私

aは
、
我
々
一
記
憶
の
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
忘
れ
向
ぬ
感
激
で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
方
、
大
阪
大
学
に
於
い
て
も
諸
問
題
解
決
の
た
め
施
設
部
を
通
じ
現
地
説
明
会
を
汲
ね
、

い
ち
早
く
日
発
的
に
工
事
を
企
図
的
に
中
止
せ
ら
れ
る
な
ど
、
終
始
誠
忠
を
以
っ
て
交
渉
に

当
た
ら
れ
古
仇
し
た
。
局
長
以
下
時
々
一
様
の
本
日
迄
の
御
心
労
の
深
か
っ
た
併
と
御
抗
俊
一
小
中
し

ト
ペ
げ
ま
す
。

山
川
、
ヮ
ー
や
ン
グ
グ
ル
?
ブ
の
話
先
札
一
方
の
御
英
断
に
よ
り
調
停
妥
結
の
糸
口
を
見
い
だ

さ
れ
た
ふ
や
は
、
そ
の
十
日
什
庄
の
な
義
の
大
き
か
っ
た
引
を
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、

大
阪
大
学
は
人
間
科
学
部
の
創
設
の
別
念
に
従
っ
て
行
動
せ
ら
れ
ん
引
を
祈
っ
て
止
み
ま
せ

υ
。
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氷
川
、
悲
に
市
長
さ
ん
の
御
尽
力
に
よ
り
、
藤

r什
ムω
二
丁
目
自
治
会
と
大
阪
大
学
と
の
不

朽
の
滋
訴
と
も
一
広
う
べ
き
三
大
原
則
川
(
①
大
阪
大
学
は
近
隣
住
民
の
生
活
環
境
を
佼
さ
な
い
。

②
近
隣
住
民
は
大
阪
大
学
の
機
能
を
不
当
に
低
下
さ
せ
な
い
。
①
そ
の
山
中
で
共
存
共
栄
の
突

を
あ
げ
お
ー
い
仲
良
く
し
て
い
く
。
〉
に
の
っ
と
り
今
後
、
米
、
氷
く
大
阪
大
学
と
調
和
の
と

れ
た
共
存
共
栄
の
関
係
な
保
ち
、
門
泌
に
記
念
す
べ
き
こ
の
日
昭
和
四
十
九
年
一
一
…
月
…
日
制

停
を
妥
結
成
以
、
和
解
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。



こ
の
巾
引
は
、
近
事
駒
大
す
る
住
民
運
動
に
対
す
る
市
長
決
定
に
よ
る
新
し
い
試
み
で
あ
り
、

社
会
問
題
と
し
て
の
住
以
内
運
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
一
つ
の
問
題
を
提
起
し
た
も
の
と
思
い

ま
す
。

市
ロ
父
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
然
立
の
協
と
向
く
そ
の
忠
義
止
な
評
仰
す
る
と
ル
ル
ハ
に
深
比
一
な
る

謝
立
を
炎
わ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
以
後
に
、
市
長
始
め
市
議
会
議
長
、
出
会
議
員
の
ぷ
先
生
、
日
吋
体
的
な
交
渉
に
当
た
ら
れ

た
余
刷
郊
の
皆
様
、
大
阪
大
学
の
関
係
各
位
並
び
に
縦
滋
関
係
各
伎
に
対
し
、
藤

'
mム
口
二
丁

目
住
民
一
一
刊
を
代
炎
し
、
尽
く
際
く
御
礼
中
し
上
げ
る
と
汁
ハ
に
運
動
交
渉
の
品
川
…
立
の
あ
ま
り

か
ず
か
ず
の
非
礼
の
あ
っ
た
引
な
、
心
よ
り
お
詫
び
山
中
し
と
げ
ま
す
。

今
後
益
々
吹
間
市
と
大
阪
大
学
の
よ
り
一
服
の
御
繁
栄
を
災
中
よ
り
お
祈
り
中
し
卜
ぃ
げ
調

停
の
怠
義
を
設
え
御
礼
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

昭
和
内
十
九
年
一
一
一
月
一
日

藤
白
山
口
一
一
丁
目
自
治
会

会
長
井
川

副
会
長
袋
井

副
会
長
中
村

品
川
比

一
く
い
九
取
引

J

二
[

義
郎

以
上
調
停
一
一
一
大
原
則
の
中
で
附
和
玉
十

一
月
一
日
前
停
一
一
一
周
年
記
念
に
当

り
、
阪
大
前
水
遠
池
東
南
端
公
民
通
路
に
友
好
の
灯
水
銀
防
犯
灯
一
基
を
、
私
達

藤
山
台
二
丁
目
自
治
会
で
十
二
万
円
か
け
寄
贈
し
ま
し
た
。
深
夜
遅
く
ま
で
研
究

私
も
皆
々
係
の
御
支
援
に
よ
り
吹
岡
市
会
議
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
お
ら
れ
る
学
生
さ
ん
の
通
学
の
安
全
を
祈
り
設
託
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で

市
の
公
関
縁
地
諜
と
話
合
い
、

五
十
万
円
も
す
る
現
在
の
水
根
灯
防
犯
灯
が
日
夜

こ
う
こ
う
と
学
生
さ
ん
遠
の
安
全
を
祈
り
灯
っ
て
い
る
の
を
み
る
に
つ
け
、
大
阪

第
で
あ
り
ま
す
。

大
学
と
近
隣
住
民
と
の
、
水
速
の
友
好
を
示
す
友
好
の
灯
と
思
い
を
新
た
に
す
る
次

水迷託12 Jtn有線公I~ilの防犯灯とへ戸J長

後二与は大阪大学 i二令部

そ
の
問
主
な
も
の
と
し
て
①
山
中
千
代
術
教
民
の
レ
ー
ザ
ー
核
融
合
研
究
セ
ン

タ
!
拘
設
②
山
之
内
不
尚
教
疫
の
徴
研
焼
却
炉
の
改
善
と
感
染
動
物
実
験
施
設
③

市
川
邦
介
教
授
の
排
作
煤
処
刑
川
施
設
④
本
郊
の
福
利
被
泌
設
③
凶
両
信
彦
教
授
の

ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
管
瑚
施
設
③
小
谷
尚
一
一
一
教
授
の
治
学
部
な
ら
び
に
下
総
高

教
授
の
制
胞

次
教
授
の
断
学
部
病
院
施
設
⑦
叩
山
和
術
教
授
の
人
間
科
学
部
施
設
③
附
田
善
雄

入
等
に
つ
い
て
も
友
好
但
に
双
万
協
議
処
山
内
し
て
参
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
焔
設
①
医
川
子
市
移
転
⑬
水
械
の
問
題
。
奴
急
パ
ス
進

今
後
末
、
水
く
近
隣
住
人
と
大
阪
大
学
と
の
友
好
も
信
じ
、
ム
ワ
は
亡
き
釜
洞
総
長
、

で
あ
り
ま
す
。

出
外
介
事
務
局
長
と
施
設
郎
新
居
課
長
補
佐
を
偲
び
、
ご
笑
福
を
お
祈
り
す
る
も
の

(
い
か
わ

の
ぼ
る

吹
間
市
議
会
議
員

藤
白
ム
口
二
丁
目
環
境
対
策
委
員
長
)
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